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　2024年の米作りが始まりました。
　農事組合法人下高城ふぁあむでは、令和６年４月７日、14日、21日の３日間で水稲５品
種の種まき作業を行いました。今年もハウスに苗箱を列べる作業は暑さとの戦いでした。
　現在、苗は順調に生育しており、５月５日頃から本格的に田植え作業を行う予定です。
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会
長
あ
い
さ
つ　

色
麻
町
農
業
委
員
会

だ
よ
り
第
３
号
発
行
に

あ
た
り
一
言
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
者
の
皆
様
方
に

は
、
日
頃
か
ら
農
業
委

員
会
に
、
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法

上
の
位
置
づ
け
が
「
５

類
」
に
移
行
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
町
主
催
の
お
祭
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
更

に
は
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
活
動
が

再
開
さ
れ
る
な
ど
、
町
民
皆
様
の
暮
ら
し
に
活
力
が
戻

り
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
経
済
も
国
内
消
費
の
拡

大
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
に
よ
り
、
徐
々
に
回

復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
み
な
ら
ず
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
な
ど
、
地
域
農
業
が
抱
え
る
課
題
を
背

景
に
、「
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
」
、

「
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
」、「
新
規
参
入
の

促
進
」
を
重
要
項
目
と
し
て
「
農
地
利
用
の
最
適
化
」

を
目
指
し
、
尚
一
層
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。　

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
は
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
と

て
も
重
要
な
た
め
「
地
域
の
良
き
相
談
役
」
と
し
て
、

農
業
者
の
皆
様
と
と
も
に
農
業
振
興
・
発
展
に
向
け
、

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
農
業
委
員
会
活

動
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
原
地
区

で
土
地
利
用

型
の
中
心
的

担
い
手
組
織

と
し
て
、
平

成
28
年
に
誕

生
し
た
「
農

事
組
合
法
人
グ
リ
ー
ン
ア
ー
ス
大

原
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

代
表
の
阿
部
貞
雄
さ
ん
に
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

経
営
規
模
は
、
水
稲
35 

ha
（
飼
料

用
米
及
び
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
含
む
）、

大
豆
35 

ha
、
牧
草
４
ha
、
野
菜
2.3 

ha

（
白
菜
、
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ネ
ギ
、

加
工
用
ト
マ
ト
）、
受
託
で
は
、
大

豆
乾
燥
調
整
作
業
１
０
０ 

ha
、
水
稲

直
播
10 

ha
（
内
乾
田
直
播
６
ha
）
と

多
様
な
総
合
経
営
を
確
立
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

構
成
員
は
13
名
で
常
時
雇
用
３
名

と
野
菜
収
穫
時
な
ど
の
繁
忙
期
に
は

パ
ー
ト
雇
用
も
利
用
し
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

同
法
人
で
は
ス
マ
ー
ト
農
業
化
が

進
ん
で
お
り
、
水
稲
の
直
藩
栽
培
の

確
立
、
ド
ロ
ー
ン
で
の
農
薬
散
布
、

G
P
S
基
地
局
を
利
用
し
た
直
進
ア

シ
ス
ト
機
能
の
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植

機
を
導
入
し
、
作
業
効
率
や
精
度
を

高
め
つ
つ
、
省
力
化
、
コ
ス
ト
削
減

を
図
り
、
高
品
質
、
多
収
量
の
農
作

物
を
生
産
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

会　長
堀籠　勝惠

担
当
：
早
坂
成
弘
委
員

会長職務代理
大泉　貞行

法
人
紹
介

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

日
々
変
わ
る
農
業
情
勢
を
見
据
え
、

町
内
外
の
農
業
者
や
経
営
体
と
の
情

報
の
共
有
、
更
に
は
、
機
械
の
共
同

利
用
等
、
作
業
面
で
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
新
し
い
農
業
経
営
の
確
立
を

目
指
す
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
将

来
を
担
う
若
い
人
材
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
、
一
緒
に
地
区
の
農
業
を
盛

り
上
げ
た
い
と

話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

2024年５月15日（２）色麻町農業委員会だより



農地パトロール（利用状況調査）

　令和５年８月25日、作況調査を実施しました。
　下高城地区「金のいぶき、大豆」、向町地区「ひとめぼれ、つや姫、え
ごま」、北大地区「だて正夢」などの調査を行いました。
　水稲では、好天に恵まれ生育は順調に推移していますが、７月中旬以降、
気温は過去５か年より、かなり高く、収量・品質の低下、高温傷害による
白く濁った玄米（白未熟粒）などが例年に比べて多く発生するのではない
かなど各委員からの意見がありました。
　大豆では、収量・品質低下の原因となる帰化アサガオ類のまん延が見ら
れる圃場があり、つるになる前の防除対策が重要と感じました。

作況調査

学習田の稲刈り

　令和５年10月13日、色麻学園５年生による稲刈りが行われました。
　秋晴れの中、農業委員会10名と公民館、土地改良区、ボランティアの皆さんと一緒
に、稲刈り作業を手伝いました。子どもたちは一生懸命に刈取をしていました。結束作
業で苦労しましたが、時間内に無事、作業を終わりました。刈り取った稲は杭掛けされ、
自然乾燥後、私の作業場にて籾摺り調製し、110kgの「みやこがねもち」が収穫されま

担
当
：
佐
藤
勝
委
員

担
当
：
大
泉
貞
行
委
員

　農地パトロールは、農地の利用促進につなげるための情報収集を目的に年１回行って
おり、①地域の農地利用の確認、②遊休農地の実態把握、③違反転用の発生防止・早期
発見の３点を重点に令和５年８月25日に実施いたしました。
　今年は、12名中５名が新任農業委員に変わる中、タブレット端末機（eMaff現地確認
地図）を使い調査農地の写真や現状コメントを入力し、農業委員会サポートシステムに
反映できる機能を活用しながらの農地パトロールを実施しました。
　前年、雑草繁茂状態だった農地が改善された箇所も確認でき、こまめな
声掛けの成果が現れました。
　一方で、遊休農地の中でも再生困難な農地も見受けられ、利用意向を明
確にしなければならないと思いました。

した。その後、子どもたちには、紅白餅が振る
舞われたそうです。
　学校田は、６年前から私が耕作している学校
近くの水田５ａで、「みやこがねもち」を栽培し、
田植えや稲刈りの農作業体験を行っています。
　今年も、関係機関と協力しながら学校田の手
伝いをする予定です。

◆ タブレット端末の活用 ◆
　農業委員会では、農業委員一人一人（12台）のタブレット端末を活用し、農業委員会業務の効率化を進
めています。
　導入については、国の令和３年度補正事業の「農業委員会による情報収集
等業務効率化支援事業」を活用し、農家相談日、総会、農地の利用状況調査、
目標地図素案作成で本格的に活用を始めました。
　農地パトロールなどの現地調査では、タブレット端末で農地情報を確認し
ながら調査を進めることができます。
　今後の、タブレット端末の活用は、総会時に事務局が準備する紙資料に代
わる「データ資料をタブレット端末へアップロード」し、情報伝達の迅速化
と事務作業の効率化を図っていきます。（担当：農業委員会事務局）

色麻町農業委員会だより（３）2024年５月15日



令和６年度 農作業賃金 参考額表

賃借料情報の提供（10ａ当り） 

令和６年４月　色麻町農業委員会（TEL 直通 ６５－２２２３）

農業委員会では、令和６年度の農作業賃金参考額を下記のとおり定めました。
農作業賃金の参考額（目安）として示したものです。（圃場条件、作業条件を勘案して当事者間で話し合いの
うえ、料金を決めてください。

作業区分 項　　目 単位 参考額（消費税込み） 摘　　　　要
一　　般　　作　　業 １日

１日
１日
10ａ
〃
10ａ
〃
１ｍ
10ａ
１ｍ
10ａ
10ａ
〃
１箱
〃
10ａ
〃
10ａ
〃
10ａ
〃

８,000円
 15,500円
 10,000円
 5,200円
 5,200円
 4,600円
 6,100円
 10円

 6,000円
 30円

 5,700円
 5,200円
 5,700円
 700円
 650円
 5,300円
 5,000円
 800円
 1,200円
 3,400円
 1,000円

 

田植後の補植、水田防除も含む。軽作業は除く。 
運　　搬　　作　　業 軽トラック

刈　　　　放 〃
60kg
〃
60kg
60kg
60kg
10ａ
〃
〃
〃
１個

17,400円
780円
630円
580円
600円
800円
3,500円
3,100円
3,400円
1,000円
500円
 

生籾運搬を含む。

Ａ
11,000円

Ｂ
10,000円参　考　賃　借　料

Ｃ
8,000円

普　通　畑
3,000円

2 0 ％ 以 上乾　　　燥 玄米換算とする。
2 0 ％ 未 満

籾　　摺　　調　　整
精　　　　　　　　米 労働費用を除く。
色　　彩　　選　　別 単独作業

梱　　　　包
刈　　　　取
反　　　　転
集　　　　束
ラッピング

牧　　　草
稲　わ　ら

《一貫作業10,000円》

直径１ｍ、フィルム代別

オ ペ レ ー タ ー

水　田　耕　起 整理地13cm以上とする。
未整理田・山間部等は実状による。

春　田
秋　田

プラウ耕起 20cm以上

畦畔のみ
管　　　理 年間

パワ－デスク
プ　ラ　ウ
草　刈　り
水　管　理
畦畔つき作業

代　 　　か　　 　き 植代まで。（時間をおいて２回かき）
稚　苗
中　苗
稚　苗
中　苗
湛　水
乾　田

苗運搬、苗くばりは含まない。
側条施肥 500円増

代かき済み圃場とし、種籾、コーティング処理含まず。
整備済み圃場とし、種籾含まず。
背負い動力散布機（薬剤除く） 
スプレイヤー等（薬剤除く）

田　　　　　植
機　　械　　植

機　械　用　苗

直　　　　　播

防　　除　　作　　業

堆　　　肥
散　　　　布

トラクタ－とマニアスプレッタで10ａ当約１トンを機械積込み運搬散布
肥　　　料 機械散布（化学肥料等）

籾摺調整まで 刈取、運搬、乾燥籾摺調整までとする。結束わらは委託者処理

名　　称 農地区分

★作業賃金は消費税の対象となりません。
★水稲の増減収、倒伏、湿田等にかかる賃金については、当事者間で協議のうえ決めてください。
★この参考額は「賄いなし」で１日実働８時間とし、整理田を基準にしています。
★燃料費等が著しく高騰した場合は、協議のうえ調整してください。

★賃貸借契約にあたっての賃貸料額を決める際は、圃場整備や農地に対する負担（土地の形状に係る経費、土地改良区費特
　別賦課金等）を勘案して、両者協議のうえ決めてください。

10ａ 28,000円
稲　刈 コ　ン

バイン

2024年５月15日（４）色麻町農業委員会だより



地域計画策定研修会
　色麻町では、令和５年11月28日に地域計画策定研修会をJA加美よつば本店で開催し
ました。
　研修会には、各集落の代表者と農業委員、町、JA等の関係機関職員70名が出席し、
地域計画についての説明や農業経営意向調査の結果報告、ワークショップ形式で話し合
いが行われました。
　地域計画とは、農業者の減少や後継者不足により将来の農地維持が危ぶまれており、農業者や地域住民
で話し合い、概ね10年後の農地利用を具体的に計画することです。
　研修会では株式会社ノースエイム代表取締役　宮村昌吾氏を講師に招き、各グループに分かれ、将来的
に必要になると思われる「農地集積、集約の進め方」をテーマに話し合いが
行われ、話し合いの結果をグループ代表者が発表し全体で情報を共有しました。
　研修会の出席者は、「後継者不足は深刻だ、将来離農者が増えて集落の農
地をどのように維持していくか、大変不安に感じている。今回の研修会を機
会に集落での話し合いを積極的に行っていきたい。」と語っていました。
　同研修会は令和６年１月、２月の合計３回開催され、10年後の農業につ
いて話し合いが行われました。

みやぎアグリレディース21
　宮城県内の女性農業委員らでつくる「みやぎアグリレディース21」は、令和４年度に
設立20周年を迎えました。保守的な風土や「嫁」の立場から社会参画が難しい傾向にあ
った農山村で、女性農業者の地位向上に向けてさまざまな取り組みを進めてきました。
　さて、令和５年度の県北地区懇談会が令和５年８月31日に美里町にある「菜園レスト

担
当
：
佐
々
木
範
雄
委
員

担
当
：
齋
條
仁
美
委
員

ラン野の風」で開催されました。前半は情報提供として、農業委員会制度と
役割についてや農業への新規参入者の現状と課題について等を学びました。
後半は小グループに分かれてワークショップ形式で各地区の女性農業委員さ
んとの意見交換会を行い、若手農業者との交流をどのように推進して行くか
など、今後の農業者の確保について活発な話し合いが行われました。
　本町においても、女性農業者が多くの場で活躍しておりますので、お互い
に情報共有しながら農業者の交流人口を増やして行きたいと考えています。

　

清
水
地
区
に
お
住
ま
い
の
齋

條
隆
志
さ
ん
、
由
佳
さ
ん
ご
夫

婦
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q
農
家
の
お
生
ま
れ
で
す
か
？

A
隆
志
さ
ん　
秋
田
県
の
実
家

は
、
り
ん
ご
と
さ
く
ら
ん
ぼ

の
農
家
で
し
た
。

A
由
佳
さ
ん　
祖
父
の
代
か
ら

農
家
で
す
。
農
家
生
ま
れ
の

農
家
育
ち
で
す
。

Q
主
な
経
営
内
容
は
？

A
水
稲
８
ha
、
花
き
40
ａ
、
え

ご
ま
３
ha

Q
農
業
に
携
わ
る
き
っ
か
け

は
？

A
隆
志
さ
ん　
会
社
員
の
頃
か

ら
農
家
に
興
味
が
あ
り
、
嫁

ぎ
先
が
農
家
だ
っ
た
為
で
す
。

A
由
佳
さ
ん　
父
親
が
亡
く
な

っ
た
為
、
家
族
み
ん
な
で
取

り
組
め
る
花
き
を
仕
事
と
し

て
選
び
ま
し
た
。

Q
農
業
で
や
り
が
い
を
感
じ
る

の
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

A
隆
志
さ
ん　
花
が
思
い
ど
お

り
に
咲
い
た
時
で
す
。

A
由
佳
さ
ん　
お
盆
や
彼
岸
に

向
け
て
春
か
ら
家
族
で
一
生

懸
命
に
育
て
た
菊
を
皆
さ
ん

に
提
供
で
き
た
時
で
す
。

Q
今
後
、
ど
ん
な
作
物
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
で
す

か
？

A
え
ご
ま
栽
培
の
拡
大
と
ス
ト

ッ
ク
（
花
）
の
栽
培
で
す
。

　
ス
ト
ッ
ク
※
花
言
葉
「
永
遠
の
美
」

「
愛
情
の
絆
」

Q
こ
れ
か
ら
の
目
標
、
夢
は
？

A
え
ご
ま
と
大
豆
の
６
次
産
業

と
清
水
地
区
の
発
展
で
す
。

Q
お
二
人
は
清
水
地
区
の
法
人

化
設
立
に
向
け
た
研
修
会
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
法
人
で
自
分
の
農
業
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
か
？

A
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
技
術
を

活
か
し
て
、
後
世
へ
受
け
伝

え
て
い
け
る
農
業
を
確
立
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

担当：
阿部きよ子
委員

私たち
 農業大好きです

私たち
 農業大好きです
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《
編
集
委
員
》

委
員
長　

阿
部
き
よ
子

副
委
員
長　

早
坂　

成
弘

　
　
　
　
　

佐
々
木
範
雄

　
　
　
　
　

佐
藤　
　

勝

　
　
　
　
　

齋
條　

仁
美

　
　
　
　
　

大
泉　

貞
行

編

集

後

記

　

昨
年
、
地

域
計
画
策
定

に
向
け
た
モ

デ
ル
地
区
に

我
が
町
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

10
年
後
を
見

据
え
た
将
来

の
農
地
利
用

の
姿
を
明
確
に
希
望
の
持
て
る
農

業
を
目
指
し
た
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

地
域
、
そ
し
て
町
が
一
丸
と
な

っ
て
一
歩
ず
つ
前
進
で
き
る
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」
で
農

業
の
楽
し
さ
、
や
り
が
い
を
少
し

で
も
皆
さ
ん
に
お
伝
え
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
取
材
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
次
回
号
も
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員
長
　
阿
部
き
よ
子

11,688
51,221
9,886
72,795
17,215

0
0

90,010

8
7
2
17
2
0
0
19

売　買
贈　与
交　換
小　計

面積（㎡）件数事　由項　　　目

所有権移転農地として
利 用 す る
ための移動
農　地　法
第３条許可

賃 貸 借 権 の 設 定
区 分 地 上 権 の 設 定
使 用 貸 借 権 の 設 定

合　　　計
120,998
895,978
165,999
66,570
66,889

1,195,436

13
92
3
9
3

107

賃貸借の解約（農地法第18条通知）
農地として
利 用 す る
ための移動
農用地利用
集 積 計 画

利用権の設定（賃貸借）
利用権の設定（使用貸借）
所有権移転（売買）
農 地 中 間 管 理

合　　　計
1,347
4,544
5,891

2
4
6

農地の転用
農 地 法 第
４・５条許可

自 己 転 用
権利移転を伴う転用

合　　　計

（令和 5 年４月～令和 6 年３月）農地の権利移動・設定・転用等の状況

令和６年度色麻町農業委員会総会等日程表

令和６年　６月
　　　　　７月
　　　　　８月
　　　　　９月
　　　　１０月

１０日（月）
１０日（水）
１３日（火）
１０日（火）
１０日（木）

２５日（火）
２５日（木）
２６日（月）
２５日（水）
２５日（金）

令和６年１１月
　　　　１２月
令和７年　１月
　　　　　２月
　　　　　３月

１１日（月）
１０日（火）
１０日（金）
１０日（月）
１０日（月）

２５日（月）
２０日（金）
２７日（月）
２５日（火）
２５日（火）

項目 農家相談日
（申請期日） 総会開催日 農家相談日

（申請期日） 総会開催日年月
項目

年月

2024年５月15日（６）色麻町農業委員会だより


